
～ 令和7年1月30日

（対象者数） 33 （回答者数） 31

～ 令和7年1月21日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家庭訪問や保育所等訪問を通して、家庭
での取り組み・関わりを大切にしており、
子どもを取り囲む、家族全体を支援してい
く体制が取れている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・待遇改善を求めていく。
・実習生を受け入れ、新しい人材確保に向
けて努力している。

・発達課題を基に、その時々の子どもの様
子や状態に応じて「今、ここで」を大切
に、専門的な支援ができること。

・担当だけでなく全職員で子どもを見てお
り、全体発達を促す関わりができること。
また、母子通園のため、母親と子どものた
めに必要なことの共通理解が図れること。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員（言語聴覚士）が１名欠員。

・法令上問題ないが、専門的知識が必要な
ため、人材育成に時間が掛かる。
・待遇面が良くないため、新しい人材の確
保が難しい。

令和7年1月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月7日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名  岐阜市児童発達支援センター みやこ園

○保護者評価実施期間 令和7年1月14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


